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大津市議会 

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か
に
平
成
二
十
三
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
津
市
も
中
核
市
に
移
行
し
三
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
事
務

事
業
の
拡
大
と
と
も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
責
任
が
一
層
重
く
な
り
ま

し
た
が
、
地
方
分
権
が
進
む
時
代
の
流
れ
に
そ
っ
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

時
代
や
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
国
政
も
地
方
自
治
体
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
な
が
ら
、
持
続
あ
る
発
展
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
「
湖
誠
会
」
も
結
成
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
二
名
の
議
員
が

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
「
誠
」
の
精
神
を
大
切
に
結
の
湖
都
・
大
津
の

発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

経
済
、
財
政
状
況
と
も
に
厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
住

み
良
い
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
ん
で

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
「
湖
誠
会
」
に
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
員
定
数
二
減
案
可
決
さ
れ
る

　

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会（
湖
誠
会
は
武
田
平
吾
議
員・
北

村
正
二
議
員・中
野
治
郎
議
員
が
所
属
）は
大
津
市
議
会
議
員
の
定

数
に
関
す
る
調
査・研
究
の
た
め
、去
る
八
月
定
例
会
に
お
い
て
設

置
さ
れ
、五
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、検
討・協
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
各
会
派
の
意
見
と
し
て
、四
十
人
の
現
行
と
す
る
意
見

と
、二
人
を
減
じ
て
三
十
八
人
と
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
財
政
状
況
や
市
民
の
声
を
考
慮
す
る
中
、議
員
定
数
を

改
正
し
た
中
核
市
で
は
、削
減
傾
向
に
あ
る
状
況
を
踏
ま
え
、本
市

の
細
長
い
地
理
的
特
性
を
考
慮
し
て
も
、議
員
自
ら
の
研
鑽
と
努

力
で
地
域
の
均
衡
は
保
て
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、ま
た
、旧
志
賀
町
と
の
合

併
後
五
年
を
迎
え
オ
ー
ル
大
津
と
し

て
一
体
感
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
状

況
を
受
け
、合
併
前
の
三
十
八
人
に
立

ち
返
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
を
示
し
ま
し
た
。十
一
月
定
例

会
十
二
月
十
六
日
の
閉
会
日
に
際
し
、

条
例
改
正
案
を
六
会
派
代
表
者
が
提

案
し
、わ
れ
わ
れ
湖
誠
会
も
削
減
す
る

こ
と
に
同
意
致
し
ま
し
た
。

大
津
市
市
民
病
院
事
件
と
市
営
葬
儀
に
つ
い
て

　

市
議
会
定
例
会
提
案
説
明
に
お
い
て
目
片
市
長
は
、大
津
市
市

民
病
院
の
清
掃
管
理
業
務
の
入
札
を
め
ぐ
る
談
合
事
件（
官
製
談

合
事
件
及
び
窃
盗
事
件
）に
よ
り
職
員
二
名
が
逮
捕
さ
れ
、う
ち
一

名
は
病
院
内
の
施
設
利
用
料
を
着
服
し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
陳
謝
し
た
。ま
た
庁
内
に
お
い
て「
公
務
員
倫
理
の
研
修
会
」「
入

札
制
度
の
検
討
委
員
会
」が
行
わ
れ
、改
め
て
市
長
は
職
員
に
公
務

員
と
し
て
の
自
覚
を
求
め
た
。

　

一
方
、休
止
中
の
市
営
葬
儀
に
つ
い
て
は「
葬
儀
事
業
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
」に
お
い
て
基
本
方
針
案
を
取
り
ま
と
め
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
へ
て
、本
年
一
月
末
に
提
言
が
ま
と
ま
る
。湖
誠
会

は
、低
廉
な
葬
儀
事
業
の
継
続
性
に
つ
い
て
、十
分
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
担
当
部
局
に
申
し
入
れ
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、六
十
一
億
二
百
万

円
。特
に
競
輪
事
業
に
つ
い
て
、車
券
売
り
上
げ
の
落
ち
込
み
に

よ
り
経
営
改
善
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、平
成
二
十
二
年
度

末
に
事
業
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、累
積
赤
字
相
当
額
の

二
十
五
億
九
千
万
円
が
繰
り
出
し
計
上
さ
れ
た
他
、施
設
整
備
に

投
入
さ
れ
た
設
備
費
の
繰
り
上
げ
償
還
九
億

円
や
来
年
十
一
月
に
解
散
す
る
市
産
廃
公
社

の
累
積
赤
字
十
億
円
の
補
填
の
た
め
に
財
政

調
整
基
金
に
二
十
二
億
円
が
積
み
立
て
ら
れ

た
。ま
た
生
活
保
護
費
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

費
等
の
扶
助
費
の
増
額
、日
本
脳
炎
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接
種
事
業
費
も
措
置

さ
れ
た
。

前
列
右
よ
り

北
村　

正
二
議
員

武
田　

平
吾
議
員

北
林　
　

肇
議
員

竹
内　

照
夫
議
員

佐
藤　

健
司
議
員

後
列
右
よ
り

本
郷
あ
け
み
議
員

中
野　

治
郎
議
員

鷲
見　

達
夫
議
員

竹
内　

基
二
議
員

堀
井　

三
正
議
員

津
田　

新
三
議
員

青
山
三
四
郎
議
員

幹
事
長　

北
林　

肇

北朝鮮の砲撃事件に対する厳重抗議決議される

　去る11月23日午後、北朝鮮による韓国・延坪島砲撃事件が発生した。まず、
今回の砲撃事件により犠牲になられた方に対し弔意を表すものである。
　北朝鮮は、朝鮮戦争休戦後も、幾度となく軍事行動を起こしてきたが、
今回の砲撃により兵士の負傷に加え、民間人にまで被害が及ぶ初めての事
態となったことは許し難い行為であり、強く非難する。
　今般の事態が万一再燃するような事になれば、その被害は計り知れない
ものとなり、これ以上の蛮行の拡大を断じて許してはならない。
　今般の北朝鮮の常軌を逸脱した行為は、韓国のみならず北東アジア全体
の平和と安全を損なうものであり大津市議会としては北朝鮮政府に対し厳
重に抗議する。
以上のように決議しました。

公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄付行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

北
村　

正
二
議
員

政
策
要
望
書
を
提
出

　

平
成
二
十
三
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
目
片
信
市
長
に
政
策

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
総
合
計
画
第
二
期
実
行
計
画
の
着

実
な
進
捗
を
求
め
る
と
と
も
に
、
大
津
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

新
設
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
、
電
子
自
治

体
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
推
進
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
拡
充
、
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
エ

ア
コ
ン
の
完
全
設
置
、
大
津
市
民
病
院
の
健
全
経
営
と
医
療
体

制
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
膳
所
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
推
進
や
市
街
地
整
備
事
業
の
推
進
、
学
校
教
育
施
設

の
整
備
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

整
備
な
ど
政
策
要
望
九
十
二
項
目
と
湖
誠
会
会
派
各
議
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
地
域
要
望
百
八
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

超高齢社会を迎えどのような取り組みが必要か
「健康づくり、介護支援をテーマに行政視察」

東京・豊島区健康「チャレンジ！」について
　区民が自ら健康づくりを実践し、区民の健康増進と生活習

慣病の予防を目的に参加しやすい健康プログラムを提供して

いる。ポイントカードを配布し、プログラムは「知ってチャレ

ンジ」、区内フィットネス施設や体脂肪測定会参加で「やって

チャレンジ」、保健所企画講演会、「旅してチャレンジ」があり、

指定された内容に参加すればポイントが加算される。そして、

一定のポイント量により抽選会参加の資格を得て、商品券が

プレゼントさ

れる。健康づく

りの動機付けと

して工夫がされ

ていました。

稲城市「介護支援ボランティア制度」について
　厚生労働省の許可を受けた有償ボランティア制度で稲

城市は日本で初めてこの制度を導入した。　

　高齢者が指定された施設や団体などでボランティア活

動を行い、スタンプをもらう。そのスタンプ数によって、ポ

イントを得、本人の申し出により、ポイントを換金するこ

とができる制度で、高齢者がボランティア活動を通じて地

域貢献すること、また、活動を通じ、介護予防をも促すこと

などを主な目的としている。

　大津市は、南北に細長い地形であるので、導入するには、

いくつかの課題があるが、住民参加型の施策はこれからの

時代に重要であると考え、これからの施策に活かせるよう

共に考えていく所存である。

１１月１７日（水）～１８日（木）

十
一
月
定
例
議
会
一
般
質
問

　

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
栗
原
に

続
き
今
年
度
は
北
小
松
を
始
め
５
地
区
で
農
業
被

害
防
止
対
策
と
し
て
防
護
柵
を
設
置
し
て
い
た
だ

い
た
。
し
か
し
、
ま
だ
充
足
し
て
い
な
い
。
農
林

水
産
省
は
平
成
23
年
度
予
算
で
鳥
獣
害
被
害
緊
急

総
合
対
策
を
講
じ
る
方
針
で
あ
る
。
予
算
確
保
に

全
力
で
当
た
る
べ
し
と
考
え
る
が
方
針
を
問
う
。

　

ま
た
熊
の
出
没
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
18
回
も
目
撃
情
報
が
発
信
さ
れ

た
。
周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
思
う
と
き
、

今
後
の
熊
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

新
年
度
は
、
ご
指
摘
の
対
策
事
業
を

積
極
的
に
活
用
す
べ
く
、
昨
年
の
10
月

か
ら
各
農
業
組
合
に
防
護
柵
設
置
希
望
を
募
っ
た

と
こ
ろ
、
14
の
集
落
か
ら
北
小
松
の
12
キ
ロ
を
含

む
総
延
長
40
キ
ロ
に
及
ぶ
希
望
が
あ
り
、
現
在
、

事
業
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
国
・
県
の
補
助
金
を

活
用
し
、
農
業
被
害
の
軽
減
に
努
め
た
い
。

　

熊
の
出
没
対
策
に
つ
い
て
は
、
情
報
が
入
り
し

だ
い
滋
賀
県
・
警
察
に
連
絡
を
す
る
と
と
も
に
、

速
や
か
に
市
職
員
が
現
地
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
檻
を
設
置
す
る
な
ど
捕
獲
に
努
め
た
。
11
月

中
旬
以
降
は
猟
期
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
情
報
は

な
い
。
今
後
も
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と

を
第
一
に
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

本
郷
あ
け
み
議
員

　

今
後
の
ご
み
の
軽
量
化
施
策
や
市
民
な
ど
の
協

力
の
も
と
に
将
来
の
ご
み
の
排
出
量
を
予
測
す
る

と
、
ご
み
焼
却
施
設
は
、
現
有
の
３
箇
所
に
拘
わ

る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
今
後
、
ご
み
焼
却
施

設
の
建
て
替
え
な
ど
計
画
の
際
は
、
実
態
に
合
わ

せ
、
財
政
的
負
担
を
軽
減
す
る
工
夫
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
？中

野　

治
郎
議
員

①
改
定
で
介
護
保
険
料
は
い
く
ら
位
に
な
る
か
。

②
介
護
従
事
者
の
労
働
に
見
合
っ
た
給
与
体
系
か
。

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
本
市
の

整
備
計
画
は
。

④
た
ん
の
吸
引
等
の
基
礎
的
な
医
療
的
ケ
ア
が
、

介
護
施
設
で
検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
は
。

　

①
不
確
定
な
要
素
が
あ
る
も
の
の

五
千
二
百
円
ぐ
ら
い
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

②
全
産
業
の
平
均
給
与
に
対
す
る
介
護
保
険
事
業

の
平
均
給
与
比
は
七
十
五
％
で
い
ま
だ
平
均
水

準
に
達
し
て
い
な
い
。

③ 

本
市
は
十
五
の
日
常
生
活
圏
域
に
、
一
箇
所
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
第
四
期
計
画
中
残

る
二
箇
所
の
整
備
を
目
指
す
。

④
介
護
福
祉
士
や
一
定
の
研
修
を
終
了
し
た
介
護

職
員
等
が
行
な
え
る
よ
う
、
法
整
備
を
行
な
う

よ
う
そ
の
方
向
で
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

「
介
護
保
険｣

制
度
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
て
一
〇
年
、
二
〇

一
二
年
改
正
時
期
を
迎
え
る
が
改
正
に
つ
い
て
い

く
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。
一

部
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
み
焼
却
施
設
の
数
は
、
大
津
市
の

南
北
に
長
い
市
街
地
形
状
と
災
害
対
応

や
長
期
施
設
停
止
の
際
の
リ
ス
ク
の
低
減
、
さ
ら

に
は
定
期
点
検
に
対
応
で
き
る
安
定
的
な
処
理
の

確
保
な
ど
、
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
今
後
と
も
３

地
域
分
散
処
理
方
式
を
堅
持
し
て
い
く
。

　

ご
み
処
理
施
設
整
備
に
は
、
多
額
の
一
般
財
源

や
市
債
発
行
が
必
要
と
な
る
が
、
市
民
の
意
見
を

反
映
し
た
大
津
市
一
般
廃
棄
物
ご
み
処
理
基
本
計

画
の
策
定
後
、
焼
却
施
設
の
規
模
や
事
業
費
を
徹

底
し
て
精
査
し
て
い
く
。

詳細はホームページでご覧いただけます。

詳細はホームページでご覧いただけます。

　

市
議
会
に
お
け
る
海
外
姉
妹
都
市
訪
問
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
姉
妹
都
市
締

結
20
周
年
を
迎
え
た
韓
国
・
亀
尾
市
議
会
と
相
互
に
訪
問
し
て
意
見
交
換
を
行
う

な
ど
、
本
市
の
国
際
交
流
の
推
進
に
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
経
費
縮
減
の
観
点
か
ら
今
後
は
姉
妹
都
市
締
結
後
の
節
目
や
招
聘
な

ど
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
行
う
こ
と
と
し
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　

大
津
市
の
姉
妹
・
友
好
都
市

　

ラ
ン
シ
ン
グ
市
（
ア
メ
リ
カ
）　

イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
市
（
ス
イ
ス
）　

　

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
市
（
ド
イ
ツ
）　

牡
丹
江
市
（
中
国
）　

亀
尾
市
（
韓
国
）

　

議
会
活
性
化
検
討
委
員
会
（
佐
藤
健
司
委
員
長
）
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竹
たけ

　内
うち

　照
てる

　夫
お

議　長 〒520-0802 馬場一丁目8-19

●施設常任委員会委員

やさしい心のあるまちへ
お年寄りや体の不自由な方に優しい
まちへ。ぜぜ駅のバリアフリー化を
進めます。
思いやり、いたわり、やさしい心を育
む教育を充実。やさしく子供を見守
るまちへ。

事故や犯罪、いじめを許さない安全
安心に暮らせるまちへ。
地方分権にむけムダに厳しい行政改
革。

きびしい心のあるまちへ

ときめく心のあるまちへ
子供たちをはじめすべての市民が夢
と希望にときめくまちへ。
生涯学習の充実で未来にときめくまちへ。

豊かな心のあるまちへ
産業を活性化し豊かに発展するまちへ。
文化や歴史を活かし心豊かな未来へ。

美しい心のあるまちへ
琵琶湖の水質保全をはじめとする自
然保護に努め美しいまちへ。
自然を愛し未来につけを残さないよう
考え続ける地域の創造。

中
なか

　野
の

　治
じ

　郎
ろう

幹　事 〒520-0113 坂本三丁目11-37
●議会運営委員会委員
●施設常任委員会委員
●幼保一元化問題調査特別委員会委員長

自らの意思で行動できる子ども・日吉学区が誇れる子供たちを応援します。

祭り文化を応援します。文化遺産を生かしたまちづくりに取り組みます。

水と緑豊かな大津を残したい。地球環境に優しいまちづくりを推進します。

福祉 元気な高齢者を応援します。みんなが利用できる施設整備を目指します。

　

市
議
会
議
員
の
立
場
を
賜
り
、
早
や
四
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
日
々
、
仕
事
に
励
ま
せ

て
頂
け
ま
す
の
も
、
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
あ
れ
ば

こ
そ
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
わ
が
ま
ち
大
津
市
を
、
ど
う
改
善
す
べ
き
か
、
私

な
り
に
課
題
を
見
つ
け
そ
の
課
題
解
決
に
日
々
尽
力

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
一
年
生
議
員
で
あ
り
ま
す
が
、
臆
す
る

こ
と
な
く
常
に
よ
り
善
く
を
目
指
し
、
気
付
き
、

即
効
の
実
践
を
と
心
に
期
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

水
辺
を
生
か
し
た
振
興
策
に
つ
い
て

・
水
辺
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
振
興
に
つ
い
て

　

膳
所
の
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
大
津
市
全
体
の
都
市
整
備
に
つ
い
て

・
膳
所
の
歴
史
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

竹
たけ

　内
うち

　 基
もと

　二
じ

副政調会長 〒520-0836　杉浦町19-16

●施設常任委員会委員
●競輪事業調査特別委員会委員

　

外
国
人
観
光
客
増
加
に
つ
い
て

・
外
国
人
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て

・
現
時
点
で
の
九
万
人
の
目
標
達
成
に
つ
い
て

津
つ

　田
だ

　新
しん

　三
ぞう

副政調会長 〒520-0242 本堅田五丁目9-15

●総務常任委員会委員長
●公共施設活性化検討特別委員会委員

●
堅
田
を
中
心
と
す
る
北
部
新
都
心
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

堅
田
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
に
こ
れ
か
ら
も

全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

●
ま
ち
を
人
の
体
に
た
と
え
れ
ば
道
路
は
血
管
に
あ
た
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

西
口
区
画
整
理
エ
リ
ア
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
と
の
道
路
整
備

に
努
力
し
ま
す
。

●
30
年
後
、
50
年
後
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

歴
史
的
文
化
的
景
観
や
水
辺
景
観
を
大
事
に
し
た
調
和
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
ま
す
。

●
日
本
の
高
齢
化
率
は

世
界
で
も
ト
ッ
プ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
群

を
抜
い
て
加
速
度
的

に
上
昇
し
続
け
ま
す
。

　

医
療
、
福
祉
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
連

携
の
構
築
を
目
指

し
、
市
民
の
方
が

満
足
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

堀
ほり

　井
い

　三
さん

　正
せい

〒520-0861 石山寺四丁目22-33

●総務常任委員会委員
●競輪事業調査特別委員会委員

大津市発展のため、強い信念をもって議員活動に取り組みます。

◆執行部において、新年度当初予算編成中ですが、
　福祉政策の充実・地域の教育力の向上を目指します。

◆古都にふさわしいまちづくりのために、
　石山寺を中心とした瀬田川流域観光の振興と修景整備促進を図ります。

◆南部地域の交通渋滞の解消策として、
　都市計画道路の整備促進と大津・山科間を結ぶ新バイパスの具体化に努力いたします。

◆びわこ競輪場が今年の3月で廃止になります。
　跡地の活用について、皆様の声をお聞かせ下さい。

本
ほん

　郷
ごう

　あけみ
会計幹事 〒520-2144 大萱二丁目26-29

●教育厚生常任委員会副委員長
●地球温暖化対策特別委員会委員

鷲
す

　見
み

　達
たつ

　夫
お

〒520-0843 北大路一丁目11-32

●生活産業常任委員会委員
●地球温暖化対策特別委員会委員

人に優しく元気な大津の 街づくり

未
来
を
託
す
子
ど
も
達
の
た
め
に　

夢
あ
る
街
づ
く
り

子
ど
も
達
が
夢
を
も
っ
て
通
え
る
教
育
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

大
津
市
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
と
し
て
未
来
を
担
う
子
ど

も
達
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
全
力
を
あ
げ
て
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る　

愛
の
あ
る
街
づ
く
り

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
高
齢
者
福
祉

の
改
善
、
介
護
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
方
が
利
用
で
き
る

施
設
の
充
実

働
く
人
が
希
望
を
持
て
る　

明
日
の
あ
る
街
づ
く
り

雇
用
の
促
進
、
景
気
回
復
、
真
面
目
に
働
く
人
が
報
わ
れ
る

社
会
の
構
築

災
害
に
強
く
共
に
支
え
あ
え
る　

安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り

不
意
の
災
害
に
備
え
る
為
、
地
域
の
防
火
、
防
災
の
活
動
の

充
実
に
当
た
り
ま
す
。
広
域
災
害
に
備
え
近
隣
府
県
市
町
と

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
相
互
補
助
を
図
り
ま
す
。

大
津
の
発
展
と
活
性
化
を
目
指
し
た

に
ぎ
わ
う
街
づ
く
り

豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
恵
ま

れ
た
大
津
の
観
光
事
業
を
推

進
し
全
国
の
人
に
観
光
都
市

大
津
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

何
事
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

皆
様
方
の
声
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

青
あお

　山
やま

　三
さん

四
し

郎
ろう

〒520-0865 南郷一丁目4-9

●教育厚生常任委員会委員
●地球温暖化対策特別委員会委員

◎健全財政へのチェック体制の確立
◎教育は 100年の計、健やかな子どもたちに成長するために
◎学力低下の本質の改善と学力向上
◎これ以上よごさないよう瀬田川をみんなで守りましょう
◎これからは水と環境の時代
◎高齢者にやさしい施策と障害児（者）にあたたたかい施策を
◎地域の安心安全のまちづくり
◎大津で住んでよかったと思うまちづくり

不安定な国際情勢の中
　　主権国家としての誇りと国力を！

●
ガ
ス
事
業
の
売
却
民
営
化

●
市
営
葬
儀
事
業
の
継
続

●
競
輪
場
施
設
の
有
効
活
用

●
職
員
給
料
を
市
内
民
間
企
業

水
準
並
に

●
夢
と
希
望
の
持
て
る
次
世
代

教
育
の
充
実

●
高
齢
化
時
代
に
適
応
し
た
安

心
で
き
る
社
会

●
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
産

業
振
興
と
雇
用
創
出

中
核
市
と
し
て
の
矜
持
と
、
特
徴

を
フ
ル
に
活
か
す
政
治

地
方
分
権
は
守
り
か
ら
攻
め
へ
の

発
想
の
転
換
だ
、
市
民
本
位
の
政

治
を
す
る
た
め
に

武
たけ

　田
だ

　平
へい

　吾
ご

政調会長 〒520-0247 仰木二丁目23-14

●生活産業常任委員会委員
●競輪事業調査特別委員会委員長

北
きた

　林
ばやし

　 　肇
はじむ

幹事長 〒520-0011 南志賀二丁目19-2
●議会運営委員会委員長
●総務常任委員会委員
●地球温暖化対策特別委員会委員

琵琶湖の景観を生かしたまちづくり
●観光によるまちおこしと産
業振興

安心安全なまちづくり
●生活圏域（地域）に必要な
お店の振興・医療機関。警察
（交番）の配置

●介護支援ボランティア制度
（仮称）の創設
●高齢者の交流拠点（ふれあい
サロン）の活動支援

●社会福祉法人による地域支援
コーディネーター（仮称）の創設

認知症の理解を進める啓発運動の推進
●認知症サポーター養成講座の拡充
地域支援事業の充実
●介護を受ける人・介護をして
いる方への支援事業を推進

●身体障害者の生活支援の提言

子育て支援の推進
●待機児童の解消
●預かり保育の拡充
●民間保育支援
虐待予防と避難先の確保
●児童・高齢者虐待の防止と
早期発見・権利擁護事業
スポーツ少年団・地域密着型
スポーツクラブの活動を推進
教育現場の環境改善

佐
さ

　藤
とう

　健
けん

　司
じ

副議長 〒520-2153 一里山一丁目1-13-1305

●議会活性化検討委員会委員長
●教育厚生常任委員会委員

皆様とのお約束を着実に実現！
　今年度、第79代副議長に就任するとともに、議会活性化
検討委員会委員長として、市民の皆様に信頼される議会
を目指して議会改革の取りまとめにあたっています。
　これまで以上に行政に対する議会のチェック能力、政
策立案機能が問われる中で、大津市議会においても地域
の課題解決のための条例づくりなどを行う政策検討会議
の設置を提案しています。また、海外姉妹都市訪問の見直
しや議会報告会の実施の検討などを進めています。

これからも皆様の声を一つ一つ形にするべく全力でがんばります。
今後ともご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

元気誠実
みなさんの声を大切に元気誠実に頑張ります

教育

文化

環境

＊キャッチフレーズは「主婦からのスタート」＊
議員にならせていただいた今も、（不十分ながらも）「台所に立つこと」にこだ
わってきました。それは主婦としての目線を大切にしたいとの思いからです。

＊現場の声＊
皆さんからご要望をいただいたとき、先ず、その現場（現状）を見ること、そして、
共に歩いたり、汗を流したりして、皆さんの意見を自分のものとして、関係機
関に要望していくことをモットーにしています。

今日も元気いっぱい！
安心・安全・明るいまちづくりのために走りまわります！
お気軽に皆さんのご意見をお寄せ下さい♪

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
互
い
を
思
い
や
り
、
感
謝
の
気
持

ち
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

北
きた

　村
むら

　正
しょう

　二
じ

副幹事長 〒520-0528 和邇高城270-28
●議会運営委員会委員
●教育厚生常任委員会委員
●幼保一元化問題調査特別委員会委員

　

昨
年
の
11
月
市
議
会
に
お
い
て
志
賀
聖
苑
の

斎
場
棟
の
設
計
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
小
松
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
施
設
が
ま
も

な
く
完
成
し
ま
す
。
新
年
度
に
向
か
い
、
和

邇
の
「
道
の
駅
」
予
定
地
の
関
係
予
算
や
、

北
小
松
を
始
め
獣
害
対
策
の
予
算
確
保
に
全

力
投
球
し
ま
す
。

ま
っ
す
ぐ
に　

ひ
た
む
き
に

地
域
課
題
は


